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表－１信濃川下流域での治水計画

はじめ に 信濃川下流(本１１１）Ｉ五十嵐Ⅱ｜刈谷田Ⅱ’
治水安全度’１／１５０
基準地点Ｉ帝石橋

]／１００１／１００ 

－新橋今町新潟県栃尾市における７月１３日の雨は一日雨域が

421ｍｍに達する記録的な豪雨となった（本文では7.13豪雨

とよぶ)。ほぼ東西にＩＩｌ１びる前線にそって，三条市，見附TIT，

長岡市，栃尾市を含む，南北約20kｍ，Ｊ|〔西約100kｍに達

する地域で総雨量が250ｍｍに達し，床上・床下浸水26557

棟，－級河川五十嵐川,刈谷田川などで11か所の破堤とい

う大災害となったり。

この衝繋的な災害から1A]もない７月１８L1には同様な豪雨

が福井県嶺北地方を襲い（本文では7.18豪雨と呼ぶ)，床

上・床下浸水14172棟2)，一級河)''九頭竜川水系で９か所の

破鰭】という大災害が続けて発生した。

土木学会では水工学委員会を中心として土木学会・平成

16年７月北陸豪雨災害緊急調査団を編成して，この二つの

豪雨災害を対象として．集中豪雨や出水の特性，河川氾濫、

河Ⅱ施設の被災，緊急時の対応等に関する現地調査および資

料収集を行い，それらの実態を明らかにすることにより，今

後のわが国の治水対策および地域防災に資することを'-1指し

ている。調査団は北陸地区の大学関係者を中心とし，合計

19名の河川工学・地盤工学の専門家で構成されている。

今回の速報では紙数の関係から土砂流・ﾆ'二石流による災害

には触れず〆破堤水害に膜|係する課題の順lw1間とりまとめを行

う。

対象降雨 二曰雨璽

２７０ｍＩＴ 

二日雨鎚

340ｍｍ 

一日雨量

ＳＳＯｍＩＴ１ 

計画高水ｍ３/ｓ

(基本高水ｍｓ/s）

４０００ 

(４０００） 

２４００ 

(ＢＳＯO） 

１５５０ 

(１７００） 

域はレーダ画面上の総雨簸250ｍｍ以上の範囲に含まれ，地

点雨最と併せて考えると計画規模を超えていたことが類推で

きる。地点雨量としては，五十嵐川流域の笠堀ダムで７月

１３日は459ｍｍ，総雨:(itは474ｍｍである。また，刈谷田川

上流の栃尾市および刈谷田川ダムにおける７月１３日雨量は

それぞれ426ｍｍと421ｍｍである。また，総雨量はそれぞ

れ439ｍｍと433ｍｍである。

7.13蕊l11ijのもう一つの特徴は，１時間のピーク雨量として

は記録的な大きさではないが，強い雨が数時間継続したこと

である。例えば，刈谷田川ダムでは１３日９:００から１５:00の

6時間の降雨量は270ｍｍに達している。

新潟地方気象台は1998（平成10）年８月３日から４日の

午前中にかけて新潟県佐渡地方から中越・下越地方で発生し

た豪雨は，前線の"位置，強い雨雲の形状などの点で，今回の

豪雨と似通った点が多い，と報告している０．近年において，

類似の豪雨があった点は今後の防災計画で考慮する必要があ

ると考えられる。

こうした雨に対して‘信濃川下流部本川６か所の観測所の

水位は計画高水位を1.5ｍ程度下回っていた])。しかし，既

往最大の降雨量を記録した1978（昭和53）年６月のピーク

水`位を上回るとともに，水位が非常に急激に上昇しているこ

とが観測されている。ハイドログラフのこうした特徴は，流

出解析，河道内での洪水追跡などを行い，数値モデルの解析

を通して今後明らかにしてゆく予定である。

五-１－脚川，刈谷田川における水位は表－２に示されている。

公表されている観測所の結果はそれぞれ２点あるが，五十嵐

川と刈谷[l]川で大きな災害をもたらした三条市諏訪新田と中

記
録

新潟地区における水害

降雨と水位

ここでは河川計画としての面から整理を試みた。現在の治

水安全度を表-1に示す。7.13豪雨の信濃川本川帝石橋地点

における流域平均二日雨拡は270ｍｍと報告されており，計

画規模に達していたことがわかる。五十嵐川，刈谷田川の流

域平均雨量は現在検討中である。しかし，この二つの川の流

土木学会誌＝voL89no・1０ 蕊故・災害－００７

信濃Ill下流(本Ⅱ|） 五十嵐Ⅱ’ 刈谷田1１１
治水安全度 1／１５０ １／１００ １／１００ 

基準地点 帝石橋 一新橋 今町

対象降雨 二'二|雨璽

２７０ｍｍ 

二日雨璽上

３４０ｍｍ 

計画高水ｍ３/ｓ

(基本高水ｍ３/s）

４０００ 

(４０００） 

２４００ 

(ＢＳＯO） 

１５５０ 

(１７００） 
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表－２観測所での水位

行って検証を深めてゆく予定である。

行鵲:Ⅲ:篶謹鯉:鰯旱:鰯鯛;:’
４４）年測量の２万５千分の一旧版地図「見附」に拠ればⅢ
蛇行の度合いはもっと強くなっており’下流部にも繰り返し
蛇行が見られる。蛇行を緩やかにし，下流部は直線化したこ
とがわかる。

今町大橋が－つ上流側の左回りの蛇行頂部で刈谷田111を
横切っている｡破堤l骸Ｉは131ヨ１３:00頃と報告されているⅢ
対岸の今１０J大橋上流部では午前中にすでに越流が認められ，
水防活動が行われていた。破堤地点からも越流が認められた
という聞き取り調査の結果もあり，越流があったものと考え
られる。堤防の裏法基部から水が噴き出していたという住民
の証言があり，解析が進んでいない現時点では，破堤の詳し
いメカニズムと経緯を推定するには至っていない。中之島で
の破堤では妙栄寺の本堂が全壊流出している。このお寺は
300年前（400年という説もある）からこの地にあり，今回
の浸水瀞がきわめて稀なものであることを傍証している。ま
た，この地点では堤防の腹付けにより河川公園的な東屋が作
られていたので，新潟県，中之島町にも照会し詳しい堤防111「
面の確定を急いでいる。この地点においても地盤解析，流れ
の解析を行う予定である。

猿橋川が破堤した冨島地区は，八丁潟と呼ばれていた低Nil
地であった。破堤時刻は１３日９:１５頃と報告されている６１.
地元での聞き取りでは5:00頃には越流していたと思われ・似
１日_'二事の際のメモにも越流水深が0.3ｍという記述がある。
1995（平成7）年８月の出水で破堤した箇所の下流部に当た
り，このとき復旧した堤防天端より低くなっていた。堤防に
は浸透水の跡と思わせる孔がみられ，堤防土質が悪いことが
推定できる。

地域防災に関しては，福井地区においてまとめて述べる。

之島町fl1之島の破堤地点に近い観》ＮＩＩ所を選んでいる。今回の
水位は，それぞれの観測所における既往殿高水位を上回って
いる'’5)。

堤防と地域防災

今回の災害で目立つことは破堤箇所が多く，浸水戸数が多
いことである。新潟地区における破堤箇所を示したものが表一
３である６１。

破堤の原因については，浸透水によるものか越流によるも
のかの議論が盛んである。しかし現時点では，調査団として

はこれと確定できるような資料を見出していない。五十嵐川
三条市諏訪新田地先，刈谷田川中之島l11Jrl:i之`〔3での今回の
痕跡水位は新潟県が現在とりまとめ''二'と聞いている。
諏訪新田地先の1911（明治44）年測量の２万５千分の一
旧版地Ix1「三条」に拠れば，この地点の右岸側は遊水地的
な利用をされており’現在の左岸堤防は旧河川敷に築造され
ている。破堤は左岸側であり，緩やかな湾[[|]部の内岸に当た
っている。破堤時刻は１３日１３:０７と報告されている６１．現地
でのI1Mさ取りでは左岸・右岸の両側から越水していたとの報
告があり，漂譜物，草の状態からも堤防夫端を越える水位に
達していたと考えられる。しかし，左岸から越流していたか

否かについては，個人差で判定が分かれるような微妙な段階
にある。

一方，左岸I11llの水|H1にはポイリングの跡も見られ，堤防か
ら水が流れ出していたとの聞き取り結果もある。浸透水で法
面が不安定化しすべりが発生，それにより夫端が沈下あるい
は堤体のｌｌｌｍが狭くなり弱体化し，それに越流が加わって全体
的な崩壊に至ったという過程も考えられる。

破堤のメカニズムについては，j検討会による多面的な現地
資料の分析，今後追加して行われる予定のボーリング資料な
どを参照した地盤鯛ilT，流れのli術による水位の同定などを

福井地区における水害

降雨と流れ

日本海から北陸地方（福井県）に延びる梅雨前線の活動
が活発化し，強い雨雲が福井県嶺北地方に流れ込んだ。福井
県の嶺北では，１８日の０時過ぎから所々で激しい雨を観測
し始め,特に１８日の明け方から昼前にかけては嶺北北部を
中心に１時間に80ｍｍ以上の猛烈な雨を観測した。また降
り始め（１７日１５時）からの総降水鉦は，嶺北北部の美山111Ｊ
で285ｍｍとなった7)。福井豪雨においては北西から南東に
伸びる前線にそって，福井市，美山''1J，鯖江市，池田町を
含む前線方向に約70kｍ，それと直角方向に約30kｍの地
域で総降雨量が250ｍｍ以上に達しており，新潟・福島豪雨

表－３新潟地区破堤地点一驚

００８－頭故・災害

土木学会誌＝voL89nojO

|言濃川 五十嵐川 刈谷田ⅡＩ
観測所 荒町，三条市 トFR;付屋L蕊！

見附市ﾌ１．厘

既往最大水位,期曰
１０．５１ｍ， 

昭和５３年
e月２７曰

２２．２４ｍ‘ 

昭和53年
s月２６日

１９Ｊ３ｍ， 

大正１５年

７眉２Ｓ曰
／､１８水位 10.78ｍ ２４００ｍ ２０．８０ｍ 

河１１|名 市町村 大字 延長
熊代｣|Ｉ 左岸 村松町 卜大蒲原 ４０ｍ 
±Z十１２J)Ⅱ 左岸 三条市 諏訪（lH1渕） １１７ｍ 
刈谷田川 左岸 に１ｺ尾島町 中之島（妙栄寺） ５０ｍ 
刈谷田111 右岸 見附市 関屋MUJ ４２ｍ 
刈谷田川 左岸 見附市 >ql野IIJ ７０ｍ 
谷田川 左岸 見附市 昌之)哀町 ３０ｍ 

稚児清水川 左岸

右岸
見附市 池之島IIJ １０２ｍ 

５０ｍ 
猿樹Ⅱ 左岸 長岡市 昌昼ｉ１ＵＪ １４ｍ 

中之島ｌｌｌ 左岸

右岸 中之島町 下沼新田 Ｓｍ 

Ｓｍ 

表－３新潟地区破堤地点一覧
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喪４九頭竜'''水系での治水計画
九頭竜111

鷲.鶏
雰i嵩zXrT1百7ｓ９２００
(基本局水ms/s）（12500）

表－７足羽川木田橋付近の溢水状況(福井県資料）

延長Ｉ最大溢水深溢水箇所の状態
約１０ｍ約ＯＳｍｌ泉橋~JR橋
約１０ｍ約Ｑ４ｍＪＲ橋～木田橋

'約１０ｍ’約０１ｍ荒川合流点上流
約１０ｍ’約０１ｍ泉橋下流.

地先名(福井市）

中央2丁目

豊島1丁目

勝見1丁目
毛矢1丁目

日野川

１／１５０ 

深谷

足羽１１１

１／１５０ 

前波

熊
｜
崖
酵
濡二日雨醗

ＢＯ２ｍｌＴ 

二日雨量

３２７ｍｍ 

二日雨量

Ｂ７Ｓｍｍ 

毛矢1丁目 左岸 約0.1ｍ ､泉橋～JR橋・桜

の幹に泥の痕跡

約２５０，４ＢＯＯ 

(５４００） 

Ｓ２００ 

(12500） 

１８００ 

(２BOO） 
春日１丁巨 左岸’約１００１「 ＪＲ橋～木田橋,

桜の幹に泥の痕跡

約０１ｍ

哀－５観測所での水位
一一一一一

’九頭竜１１１１日野１１１

麺rｒ：布施田｜深谷

春日１丁目 左岸約１５０ｍ 約Ｑ１ｍｌ木田橋上流
足羽川
一

天神橋
約200ｍ春日１丁目から左岸

春日３丁目

約０１ｍ 破堤地点上流

昭和86年

９月１Ｇ日
７．１０ｍ 

昭和40年

９月１８曰
９００ｍ 

平成１０年

９月２２日
２３．４５ｍ 

戦後最高水位,期日
生した。浸水地域や戸数が圧倒的に多いのは福井市春日地先

の破堤である。破堤時刻は13:３５と推定されている3)。

春日地先は破堤点の上下流で左右岸ともに溢水が認められ

ている（表7)。特に泉橋から゛ＪＲ橋に至る250ｍ区間，ＪＲ

乖

(検証中）７．２０ｍ ２８．９１ｍ 

と類似の豪雨現象が生じている2)‘

現在の九頭竜川水系の治水計画の主要項目は，表－４に示

されているとおりであるs)。天神橋観測所（集水域面秋

351km8）における年最大二'1雨量が，１８９７（'ﾘ】治30）～

1998（平成１０）年まで示されている。その間の第１位は

1959（昭和34）年の伊勢湾台風の際に観測された350ｍｍ

である，)。これは計画規模に胆敵している。今１回|の雨はほぼ１

日間で終了しており，二日雨量としての整理は現在進行中で

ある。

このような雨に対して，九頭竜川本川および足羽)||が流れ

込む日野川の水位は，表-5に示すように戦後の最高水位より

低かった。しかし，足羽川天神橋観ＭＩＩ所（前波地点より

0.9kｍ下流）では，戦後の最高水位を上回った。こうした

差が生じたのは，今回の雨域の特徴と考えられる。従来の豪

雨で九頭竜川本川や第１の支川である日野)ilに大きな災害を

もたらしてきたものは，１９５９（昭和34）年９月の伊勢湾台

風，１９７５（昭和50）年８月の台風６号，１９７６（昭和51）年

９月の台風17号など台風性の雨であり，本川や日野川流域

を含む広い範囲に強い雨を降らせてきた。しかし，今回は前

線性の雨が足羽川流域に集':｜'的に強い雨をもたらしたこと

が，足羽川流域で特に水位が高く，被害が大きかった理由で

あろう。こうした点の詳細は流出解析などで確認する必要が

ある。

堤防と地域防災

福井豪雨においても表－６に見られるように多くの破堤が発

橘～木田）橋の100ｍ区間の堤防夫端には桜並木がある。調

査団員は,，泥の痕跡で越流深を0.2ｍと観測しており，こ

の付近では約１時間越流が続いていたと見て間違いはないと

考えている。春日地先，木田橋付近の位置を図-1に示す。

春日地先の破堤箇所は日野川合流点から4.6kｍ付近であ

る。合流点までの足羽川は福井市の中心を流れており，この

区間には新|日のＪＲ鉄橋をはじめとして，１１の橋が架かって

いる。橋脚による河秋阻害があったことは|H1違いはないが，

定量的に数．値を出すには流れの再現計算が必要であり，現在

準術中の段階である。計算の検証に必要となる痕跡水位は調

査団が12.6kｍにわたって測定したものがあり，福井県の資

料も整いつつある。また１ＪＲ鉄橋（１日橋）部ではｊＩｌｌＩｌ高が狭

く，これが春日地先，木田橋のすぐ下流に位置している

(図-1)。狭窄部の上流におけるせき上げ効果にも着目して分

析を進める予定である。

今回の豪雨災害では新潟地区で15名，福ﾉﾆ|:地区で3名の

死者が発生した。このうち，新潟地区では10名，福井地区

では１名が70歳以上である。死者のうち６０％が70歳以上

の高齢者であることがＨを引く点である。新潟地区では１０

名が自宅で死亡し，避靴活動・出勤・・何らかの屋外活動中

記

録

表－６福弁地区破堤地点一覧

水系名｜河川名市町村,大字
1ﾌﾞ､頭竜'１１｜足羽Ⅱ１１:左岸福井市春日
ブニ１頭竜111足羽１１'右岸美山町高田
'九頭竜１１１足羽川右岸美山町高田

九頭竜川足羽川右岸美山町堺寺

九頭竜川足羽川右岸美山町堺寺

,~五頭竜川｜足羽川左岸美山町小字坂島
｢九頭竜Ⅱ｜｜足羽川左岸美山町小字坂島
、頭滝111ｉ清滝Ⅱ’左岸大野市

'九頭竜Ⅱ１１河和田１１１，左岸鯖江市 図－１木田橋付近の溢水箇所(福井県資料に加筆）
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地先名(福井市） 延長 最大溢水深 溢水箇所の状態

中央2丁目 右岸 約１０ｍ 約o・Ｓｍ 泉橋～JR橋

豊島 丁目 右岸 約１０ｍ 約０４ｍ JR橋～木田橋

勝見 丁目 右岸 約１０ｍ 約０１ｍ 荒111合流点上流

毛矢 丁目 左岸 約１０ｍ 約０１ｍ 泉橋下流

毛矢 丁目 左岸 約250ｍ 約0.1ｍ ､泉橋～JR橋・桜

の幹に泥の痕跡
春日 丁目 左岸 約１００ｍ 約０１ｍ ＪＲ橋～木田橋,

桜の幹に泥の痕跡

春日 丁目 左岸 約150ｍ 約Ｑ１ｍ 木田橋上流

春日1丁目から

春日３丁目

左岸 約200ｍ 約０１ｍ 破堤地点上流九頭竜Ⅱ’ 日野 足羽川

r霜iiji厨 布施田 深谷 天神橋
￣一

戦後最高水位,期日

昭和86年

９月１Ｇ日

７］０ｍ 

昭和40年

９月１８曰

Ｓ､００ｍ 

平成１０年

９月２２日
２３４５ｍ 

7］Ｂ水位（検証中） ７．２０ｍ Ｂａｓ１ｍ 

観測所での水位

水系名 河川名 大字

九頭竜Ｉ 足羽Ⅱ１ 左岸 福井市春日

九頭竜１ 足羽川 右岸 美山町高田

九頭竜Ｉ 足羽１１１ 右岸 美山町高田

九頭竜） 足羽111 右岸 美山町堺寺

九頭竜１ 足羽川 右岸 美山町堺寺

九頭竜) 足羽１１１ 左岸 美山町小字坂島

九頭竜Ｉ 足羽１１１ 左岸 美山町小字坂島

ﾌﾟｰ6頭滝’ 清滝Ⅱ’ 左岸 大野市

'九頭竜， 河和田川 左岸 鯖江市．



『
の死亡者が５名である。一方，福井地区では３名すべてが屋
外作業，屋外活動中に亡くなっている。特に新潟地区では独
り暮らしの老人が被害に遭い，他の地域に住む家族が駆けつ
けてもIHIに合わなかったという例もある。こうした被審結果
をみると，今回の災害は地方ilfll市，農村部においても核家族
化，高齢者の独り暮らしが進んでいることを浮き彫りにした
ものと言える。

調査団としては，こうした社会構造の変化，避難対.策のあ
り方などを探るためアンケート調査を福井地区で割伍し，新
潟地区では計画を進めているところである。福井地区では，
福井市中心部を対象とし，避難勧告・指示を受けた地域で
足羽川に関わるものはおよそ２万戸であることを考慮し，ア
ンケート1W紙2500通を８月末に戸別訪問で配布した。戸別
訪問で1947通を回収した。

避難勧告・避難指示を何時頃，どのような媒介手.段で聞
いたか？また，家族全員で避難したか，一部は家に残って活
動していたか？避雌所までの所要時間は？新潟地区での災害
を聞いていたことが，防災の判断に役立ったか？などを聞い
ている。調査は，外水氾濫域を対､象とした。

ヂ

まとめ

今回の北陸豪雨では前線に沿う地域にほぼ－１|の間に大量
の雨が降っている。大加||の支川において戦後最高の水位を
もたらした。また水位の上昇が早かったことにより』警報
や避難の発令に混乱が見られたといえる。自然現象の規模は
計画した堤防の高さを超える可能性があるので，人口密度が
高い場所では，耐越流，耐漏水に優れた堤防が求められる。
また，高齢者の独り暮らし世帯が増えていることを念頭に置
いた地域防災計画を練ることが必要である。

細部の検討を加え，約半年で最終報告をまとめる予定であ
る。
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